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1．はじめに

 衣服の寸法は人類学的身体計測値だけで決定することはできない。体型，下着の着装条件，

好みなどを考慮した，人類学的身体計測値の修正値によらなければならないが，実際にはいわ

ゆる”採寸〃と言う方法が用いられている。採寸には測定値についての変動要因が多く技術的

に複雑な要素が多いため，その簡略化の必要が認められる。

 著者は身体各部の長径に比例し，幅径，周径は体重に比例するという事実に着目し，身長，

体重を基準にすれば基本的衣服心服を誘導し得るという仮説をたて，現在の採寸方法で求めた

衣服寸法と身長体重との関係を調査し，採寸の簡略化の可能性について検討した。

2．調査方法

 健康な某女子短大学生（年令19才～20才）95名について，表1に示すように身長，体重及び

洋服について必要部位の測定を行なった。測定は安静直立位において巻尺による実長寸法を測

定した。測定点はマルチンの術式を参考に，通

常高山寸法決定に用いられる測定点によった。

測定にあたり，測定に熟練した2名が測定にあ

たった。

3．調査成績

 表1は測定した身長，体重及び洋服について

必要な寸法の平均値とその標準偏差を示す。

 総丈，背丈，スラックス丈は身体計測値の長

径に相当する衣服寸法，背肩幅は幅径に相当す

る衣服寸法である。また，首囲，胸囲，胴囲，

三囲，腕付根囲は身体計測値の周径に相当する

衣服寸法である。

 身長，体重の平均値はそれぞれ156．63c皿，50．

82んgである。長径に相当する衣服寸法の平均値

は，総丈：エ34．76㎝，背丈：37．46㎝，スラッ

クス丈：91．89㎝，袖丈：51．22㎝である。幅径

表1 項目及び平均値，標準偏差  （単位㎝）

1項 目［x S

身 長

体 重

総 丈

背 丈

スラックス丈

袖 丈

背 肩 巾

首 囲

胸 囲

胴 囲

腰 囲

腕付根囲

156．63

50．82晦

134．76

37．47

91．89

5正．22

37．26

36．63

83．33

62．32

91．14

38．53

5．13

6．22

5．20

1．71

4．23

2．60

1。96

2。07

4．57

4．55

5．10

2，62
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に相当する背肩幅の平均値は，37．26c死である。また，周径に相当する衣服寸法の平均値は，

首夏：36．63cπ，胸囲：83．33c死，胴囲：62．32c皿，口囲：91．14c冊である。

 表2は身長と長径に相当する衣服寸法との相関係数および回帰方程式を示したものである。

図は表2に示す身長を基準とした長径に相当する衣服寸法の回帰直線を示したものである。図

の横軸は身長，縦軸は長径に相当する衣服寸法を示す。

 同様に表3，図2はそれぞれ通常衣服寸法の基準として用いられている軒丈と長径に相当す

る衣服寸法との相関係数と回帰方程式，回帰直線，表4，図3は体重と幅径，周径に相当する

衣服寸法との相関係数と回帰方程式，回帰直線を示したものである。

表2 身長との相関

（）はッに対する標準偏差

y 相関係剃 身長と諸計測値との関係式 ズ＝155㎝ JIS

二 丈 0．86

・・7・ p
0．87κ一 1．51 （±  2．52）

背 丈

スラックス丈

袖 丈

背  肩  巾

0，23餌一…一 〇．97 （±  1．52）

0．65 0，535じ十 8．41 （±  3．23）

0．63

0．57

0．40ズー11．43 （±  1．60）

0．22κ十 2．80 （±  1．61）

133β4

36．62

90．56

50．57

36．90

i33

38

89

50

39

表3 総丈との相関

（）はッに薄する標準偏差

ツ 相関係数1 二丈と諸計測値との関係式 κ＝133㎝ JIS

背 丈

スラックス丈

袖 丈

背  肩  巾

0。70

0．78

0．76

0．49

0．23κ十 6，33 （±  1．24）

0．62κ十 8．07 （±  2．58）

0．38∬一 〇．10 （＝±二  1．69）

0．18κ一←12，59 （±  1．72）

36．56 38

90．53 89

50．44 50

36．53 38

表4 体重との相関

（）は夕に対する標準偏差

y 1機願 体重と諸計測値との関係式 κ一50晦 JIS

首 囲

胸 囲

胴 囲

腰 囲

背  肩  巾

腕 付 根 囲

0．49 0．16久「十28．50 （＝±＝  1．82）

0．85

0．81

0．88

0．55

0．70

0．62κ十51．67 （±ヒ  2．45）

0．59劣十32．34 （±  2．68）

0．76κ→一52．52 （±  1．88）

0．17多十28．41 （±  1．65）

0ヒ30二じ十23．23 （±  1．95）

36．50

82．67

61．84

90．52

36．91

38．23

38

82

61

89

39
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図1．身長を基準にした諸計測値の
  相関直線
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図2．総丈を基準にした
  諸計測値の相関直線
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図3．体重を基準にした諸計測値
  の相関直線
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4．考 察

 生体計測では長育の評価尺度の基準として身長が用いられるが，これは身体各部の長径が身

長に対してほぼ一定の比率で成り立つことを利用している。体重は栄養，幅育の評価尺度とし

て用いられている。また衣服寸法では総記を基準として必要寸法の判断が行なわれている。し

たがって，身長，体重，二丈を基準として，これらの測定値と基本的衣服寸法との関係を求

め，一つの基準計測値より他の衣服寸法の推定を試みた。

 身長と長径に相当する衣服寸法との相関は表2に示す如くいずれも高く，体重と周径に相当

する衣服寸法は表4に示す如く首囲を除き極めて高い。幅育に相当する背肩幅は身長，体重と

ほぼ同じ相関関係がみられる。総丈と長径に相当する衣服寸法も背肩幅を除いて高い相関関係

にあることがわかる。この様に身長，．総丈と高い相関関係にある長径に相当する衣服寸法は身

長，総丈の関数として表わすことが出来る。また表2～表4に示す相関式から求めた衣服寸法

は実際の計測値に極めて近い値を示す。

 いま，身長155c祝，体重50忽の平均に近い女子について，表2～表4に求めた相旧式に代入

してみれば次の様になる。身長155c配を表2の相関式に代入すれば総丈二133．34c配，背丈：

36．62c死，スラックス丈：90．56c皿，袖丈：50．57㎝，背肩幅：36．90㎝となり，総丈133 c皿を表

3の相関式に代入すれば，スラックス丈：90．53c配，袖丈：50．44c配，背肩幅：36．53 c寵となり

表2，表3の相関式で求めた結果はほぼ一致し，それぞれ平均値に近い値を示している。ま

た，体重5肋gを表4で求めた相関式に代入すると，首囲：36．50c配，胸囲：82．67c皿，胴囲：
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61．84c配，腰囲：90．52c皿，背肩幅：36．91㎝，腕付根囲：38．23c冊となり，平均値に近い値を示

す。

 JIS， L，0102で示されている平均値は身長155㎝の場合，総丈：133cπ，背丈：38c初，スラ

ックス丈：89c加，袖丈：50㎝，背肩幅：39㎝，首囲：38㎝，胸囲：82c寵，胴囲：61cη，腰囲：

89㎝であり，調査対象の女子学生の身長及び総丈，体重の平均値を表2～表4の相関式に与え

た場合それぞれのJISの値にほぼ一致する。

 5．おわりに

 19才～20才の女子学生95名について身長，体重および12項目の衣服寸法を計測して次の結果

を得た。

 身体計測値として身長，体重，衣服寸法として総丈などを変数とした場合，他の長径に相当

する衣服寸法，周径に相当する衣服寸法との間の相関を調べ，相関式を求めれば，身長，総丈

から長径に関する衣服寸法，体重から周径に関する衣服寸法を推定することが可能であること

が明らかになった。また，この相関式で求めた値はJIS， L，0102の成人女子の衣服寸法に一

致している。

 以上のべた様に，身長，体重より主要な衣服寸法を推定することが可能であることがわかっ

た。

 終りに臨み，御懇切なる御指導を賜わった明石信爾，森忠繁両先生に深く謝意を表します。

 本論文の要旨は，第23回日本家政学会総会（昭和46年10．月16日）において発表した。
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